◆08　河村真千子「障害者のきょうだいの社会・文化化から「障害」を考察する」
■報告要旨（2,000字以内）［註、文献、図表等も含む］

障害を考えるにあたり、生き方やものの見方といった、心のプロセスの文化間の相違や、文化のなかにみられる個人差を説明しようとする文化心理学の理論を紹介する。
文化心理学では、文化と心理をどのようにとらえるのかというと、心のプロセスは、日常的現実に即して生きることを通じて形成されると考える。つまり、心は文化を生きることによって形成され、そのような心を持った人がその文化を生きることを可能にしていると考える。文化心理学の理論では、文化的に共有された自己観の性質を体系的に分析する文化的自己観(cultural construals of the self)という概念が提唱される（Markus and Kitayama 1991)。文化的自己観とは、自己の構成の文化差をとらえる概念であり、｢ある文化において歴史的に作り出され、暗黙の内に共有されている人の主体の性質についての通念｣（北山，1998：29）であると定義される。すなわち、ある文化において共有されている人間観である。自己についての前提であり、文化と心理の相互作用過程の中枢である。
Markus and Kitayama (1991)、 北山（1998）は、相互独立的自己観と相互協調的自己観という二つの文化的自己観を挙げている。相互独立的自己観における自己とは、他者から独立した独自性を主張する実体としてとらえることに対し、相互協調的自己観における自己は、状況や他者の性質によって異なるため、関係性の中で意味づけられている自分の属性が、そこにおける自己の中心的定義となる。相互独立的自己観は、アメリカをはじめとする欧米文化で顕著であるといわれ、欧米の人々に多くみられる文化的自己観である。一方、相互協調的自己観は、日本をはじめとした東洋の人々の間で優勢な文化的自己観である。日本（相互協調的自己観）から北米（相互独立的自己観）に移動をした子どもの文化適応について研究するなかで、文化的な意味体系の伝達には相互交流が不可欠であり、人が対人関係に関わる文化的意味を自己に取り込むのは、九歳から十五歳前後であることも、見出されている（箕浦，2003）。
　障害者が兄弟姉妹にいる人といない人を比較したこれまでの知見から、「障害」ということが、きょうだいの文化化プロセスに、影響を与えることがわかっている。障害者が入所施設で暮らすという環境は、障害者は主な生活時間を施設で過ごし、週末や月に何日か自宅へ帰省をする。施設のある場所や家庭の状況によっては、年に何日かの帰省となる。そうした背景から、障害者と在宅で日々の生活をともにするきょうだいと、障害者が施設に入所しているきょうだいでは、障害者ときょうだいの相互作用に時間的な相違が生じる。そこで、九歳から十五歳の時期を発達障害者とともに在宅で過ごしてきたきょうだいと、そうではないきょうだいとの間に、文化的自己観（相互独立的自己観・相互協調的自己観）の形成要因に相違がみられるかどうかを調査した。その結果、その時期を障害者とともに在宅で過ごしてきたきょうだいが、相互独立的自己観を優勢に形成させる環境要因は、「障害者との相互作用からの得がたい経験」であった（河村，2007）。こうした結果から、人は外界の性質と独立に存在するわけではなく、むしろ外界の性質そのものがその成立要件になっている、あるいはその構成要素となっているということがわかる。

そこで、文化と心の関係に立ち返って考えたい。相互独立的自己観とは、他者とは独立し、意見・態度・動機といった永続性や一貫性をもった内的属性によって定義づけられた存在である。その行動は、内的属性にしたがって、周囲に影響を与える人のモデルであった。「障害者との相互作用からの得がたい経験」によって、きょうだいは相互独立的自己観を自己に取り込んでいくということは、障害者との交流から学ぶ良き経験からの意見をもって行動することにより、周囲に影響を与えていく可能性があるのではないか。すなわち、｢障害者とのアンビバレントな経験を踏まえているがゆえに、障害者のきょうだいは、障害者のきょうだいではない者が気づかない何かに気づき、思っている。・・・中略・・・違ったものの見方ができる存在｣（橘・島田，1999：78）なのかもしれない。しかし、その可能性を活かすか否かということ自体も、外界の性質によって左右される。相互協調的自己観が文化的前提である日本は、社会的関係性に自らを調整していく人のモデルが前提となる。すなわち、障害者との交流を通した得がたい経験からのきょうだいの意見や態度は、社会一般的な障害観に同調を求められることから、埋没してしまうのではないか。
そこで、社会に目を向けてみる。文化心理学的な理論背景から考えると、制度や体制とは、その文化で生きた人々の活動の結果であり、補完関係にある。きょうだいがもつものの見方や考え方を、社会が活かし、反映・還元されるしくみになっているかと考えると、そうではない。政策作りの背景に、きょうだいの意見を取り込むしくみや、きょうだいの立場への配慮がなされているであろうか？むしろ逆に、障害者を支える周辺人物として固定されているしくみと言っても過言ではない。
きょうだいがもつものの見方や考え方を社会で活かし、反映・還元できるしくみにするということである。ものを見る視点を障害者とともに文化化していくきょうだいに変化させると、障害問題の価値基準が変化し始める。こうした視点の変化を活かし、社会の人がきょうだいと交流し、きょうだいから学ぶしくみを作ることによって、社会の人は「障害」を問い直し、考える機会となろう。そして、きょうだいが自身の障害観に自信を持つことにより、障害者と共生する経験を基に、社会に影響を与え社会を変えていくしくみと、人材育成に繋がっていくのではないか。
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